
令和６年９月１８日１７時３０分 

（阪神高速道路株式会社 同時発表） 

 近 畿 地 方 整 備 局 

 阪神高速道路株式会社 

第 1回大阪湾岸道路西伸部事業連絡調整会議を開催しました 
～事業進捗や事業費精査などの情報を引き続き共有～ 

大阪湾岸道路西伸部事業について第１回大阪湾岸道路西伸部事業連絡調整会議を開催し
たので、結果を公表します。 
大阪湾岸道路西伸部の事業連絡調整会議の規約（別紙２）を確認しました。 
事業化時点での内容に対しての以下の課題を共有しました。 
・六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞの陸上橋について、地質調査を踏まえた橋梁構造の見直しを行い、
工事を進めているところ。

・新港・灘浜の海上部長大橋について、断層影響を回避した橋梁形式の変更を行い、
それに伴う基礎の見直しを実施しており、施工に向けた検討をおこなっているとこ
ろ。

・新港・灘浜の海上部長大橋の上下部工について、橋梁形式の変更に伴う耐風・耐震
対策の見直しを実施し、今後、詳細設計を行う予定。

・ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ以西については、今後、海上部の長大橋について基本構造を検討すると
ともに、地質調査や現地調査を行い、調査を踏まえた橋梁構造の検討、構造物の耐
震対策・耐風対策の検討が必要。

事業連絡調整会議を通じながら事業の進捗や事業費の精査など情報共有を丁寧にはかっ
てまいります。 
１．日 時  令和６年９月１８日（水） １６：３０～１７：００ 

２．場  所  神戸市役所４号館 ６階 会議室 

３．議  題  大阪湾岸道路西伸部事業の進捗状況 等 

４．出 席 者  別紙１のとおり 

５．規   約  別紙２のとおり 

６．議事概要  別紙３のとおり 

７．会議資料  別紙４のとおり 

＜取扱い＞  

＜配布場所＞ 近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ、兵庫県政記者クラブ、 
神戸市政記者クラブ、神戸海運記者クラブ、みなと記者クラブ、 
神戸民放記者クラブ 

＜問合せ先＞ 近畿地方整備局 浪速国道事務所 

事業対策官 永見 晃之（ながみ てるゆき） 

電   話 ０６－６５８１－１８０２（代表）  
近畿地方整備局 神戸港湾事務所 

技術企画官 朝木 祐次 （あさき ゆうじ） 

電   話  ０７８－３３１－６７０１（代表） 

阪神高速道路（株）CS推進・広報部広報課 

報道担当課長 水野 慎児（みずの しんじ） 

電   話  ０６－６２０３―８８３２（ダイヤルイン） 
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第１回 大阪湾岸道路西伸部事業連絡調整会議  

出席者名簿 

                    

                                                   〔敬称略〕 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

兵庫県 
土木部次長 宇野 文章 

道路企画課長 松岡 禎典 

神戸市 
湾岸・広域幹線道路本部長 新見 達彦 

港湾局長 長谷川 憲孝 

近畿地方 

整備局 

道路部長 田中 倫英 

港湾空港部長 古土井 健 

浪速国道事務所長 中西 健一郎 

神戸港湾事務所長 中本 隆 

阪神高速道路 

株式会社 

計画部長 大儀 健一 

建設企画部長 中辻 陽一 

神戸建設部長 糸川 智章 

 



   

 
大阪湾岸道路西伸部事業連絡調整会議 規約 

 

（名称） 

第１条 

   本会は、大阪湾岸道路西伸部事業連絡調整会議（以下「会議」という）と称

する。 
 

（設置） 

第２条  

会議は、近畿地方整備局浪速国道事務所長、神戸港湾事務所長、阪神高速 

道路(株)神戸建設部長が設置する。 
 

（目的） 

第３条 

会議は、大阪湾岸道路西伸部事業における事業進捗状況等について関係機関

で情報共有を図り連携を強化していくことを目的とする。 

 

（会議） 

第４条 

会議の構成員は、別紙のとおり構成する。なお、必要に応じ、構成員以外の

ものを会議に出席させることができる。 
 

（会議の公開） 

第５条 

会議は非公開とするが、その結果については公表する。 
 

（事務局） 

第６条 

会議の事務局は、近畿地方整備局浪速国道事務所に置く。 
 

（開催時期） 

第７条 

会議の開催は、必要に応じて随時開催する。 
 

（ＷＧの設置等） 

第８条 

本会議の下部組織に必要に応じてＷＧを設置することができる。 

 

別紙２ 



（雑則） 

第９条 

この規約に定めのない事項または疑義が生じた事項については、必要に応じ

て協議の上、対応するものとする。 
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大阪湾岸道路西伸部事業連絡調整会議 名簿 

所  属 職  名 

兵庫県 

土木部 部 長 

土木部 次 長 

土木部道路企画課 課 長 

神戸市 

建設局 湾岸・広域幹線道路本部 本部長 

港湾局 局 長 

近畿地方整備局 

道路部 部 長 

港湾空港部 部 長 

浪速国道事務所 事務所長 

神戸港湾事務所 事務所長 

阪神高速道路 

株式会社 

計画部 部 長 

建設企画部 部 長 

神戸建設部 部 長 



 

第１回 大阪湾岸道路西伸部事業連絡調整会議 議事概要 

 
１．開催日時：令和６年９月１８日（水）１６:３０～１７:００ 
２．開催場所：神戸市役所４号館 ６階会議室 
３．出 席 者：兵庫県 土木部次長         宇野 文章 

道路企画課長        松岡 禎典   
       神戸市 湾岸・広域幹線道路本部長  新見 達彦 
           港湾局長          長谷川 憲孝 

近畿地方整備局 
道路部長          田中 倫英 
港湾空港部長        古土井 健 
浪速国道事務所長      中西 健一郎 
神戸港湾事務所長      中本 隆 

       阪神高速道路（株） 
           計画部長          大儀 健一 
           建設企画部長        中辻 陽一 
           神戸建設部長        糸川 智章 

４．議  事： 

○大阪湾岸道路西伸部の事業連絡調整会議の規約（別紙２）について確認 

○大阪湾岸道路西伸部の事業連絡調整会議を開催し以下の課題について共有 

①事業化時点での内容に対しての課題説明 

 ・六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞの陸上橋について、地質調査を踏まえた橋梁構造の見直しを行い、 

工事を進めているところ。 

・新港・灘浜の海上部長大橋について、断層影響を回避した橋梁形式の変更を行い、

それに伴う基礎の見直しを実施しており、施工に向けた検討を行っているところ。 

・新港・灘浜の海上部長大橋の上下部工について、橋梁形式の変更に伴う耐風・耐震

対策の見直しを実施し、今後、詳細設計を行う予定。 

・ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ以西については、今後、海上部の長大橋について基本構造を検討すると

ともに、地質調査や現地調査を行い、調査を踏まえた橋梁構造の検討、構造物の耐

震対策・耐風対策の検討が必要。 

②兵庫県・神戸市からの意見 

 【兵庫県】 

  ・今後の事業費、事業スケジュールの早期情報提供をお願いしたい。 

  ・有料道路事業を最大限活用することを基本とした、必要な財源確保をお願いし

たい。 

 【神戸市】 

・早期全線開通及びそのためのスケジュールの提示をお願いしたい。 

  ・早期全線開通に向け、有料道路事業の拡充や、暫定 4 車線化を含めたあらゆる

コスト縮減策の検討、交付税措置の拡充による地方負担の軽減をお願いしたい。 

  ・本事業による経済効果の波及を地元企業が享受できるようご配慮いただきたい。 

 

○事業連絡調整会議を通じ、事業の進捗や事業費の精査などの情報共有を引き続き実施 

 以 上 

別紙３ 



第１回

大阪湾岸道路西伸部事業連絡調整会議資料

令和６年９月１８日

浪速国道事務所

神戸港湾事務所

阪神高速道路（株）
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大阪湾岸道路西伸部事業連絡調整会議 目次
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Ⅰ．大阪湾岸道路西伸部事業の概要
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Ⅰ．大阪湾岸道路西伸部事業の概要

４

阪神高速3号神戸線の京橋ランプ付近の渋滞状況

※構造については、現時点の計画であり、今後変更される可能性があります。

六甲ライナー

TP+24.0m

神戸大橋ランプTP+16.2m
ポートライナーTP+18.4m

第二航路TP+29.2m

遠矢浜進入水域

TP+24.1m

新湊川進入水域

TP+24.9m

地下鉄海岸線
神戸市営

山手線

神戸市営地下鉄

和田岬 ポートアイランド 六甲アイランド

JR山陽本線

３号神戸線
阪神高速

国道２号

神戸西
航路

新港
航路

灘浜
航路

ポートアイランド
西ランプ(仮称)

ポートアイランド
東ランプ(仮称) 六甲アイランド

西ランプ(仮称)
駒栄ランプ

(仮称)

至 

大
阪

【神戸市内から主な物流拠点までのアクセスの変化】

■大阪湾岸道路は、神戸淡路鳴門自動車道の垂水JCT から関西国際空港線のりんく
うJCT に至る延長約８０㎞の高規格道路であり、その内、大阪湾岸道路西伸部（六
甲アイランド北～駒栄）は、兵庫県神戸市東灘区から長田区に至る延長１４．５㎞の
高規格道路です。

■令和6年度は、調査設計、用地取得、公共移設補償、橋梁上下部工事を推進します。

○区 間：神戸市東灘区向洋町東

～神戸市長田区西尻池町

○延 長：14.5km

○構造規格：第2種第1級（本線部）

  第2種第2級（神戸山手線接続部）

○幅 員：26.75m（6車線・本線部）

○設計速度：80km/h（本線部）

     60㎞/h（神戸山手線接続部）

［断面図 ］

［ 縦断図 ］

 

大阪湾岸道路西伸部
（六甲アイランド北～駒栄）

大阪湾岸道路西伸部（8期）

高規格道路等

阪神高速道路

一般国道

至 

岡
山

大阪湾岸道路西伸部



５

Ⅱ．これまでの経緯



平成21年 3月 都市計画決定

平成28年 4月 事業化

平成29年  3月 神戸港港湾計画の一部変更

平成29年  4月 公共事業と有料道路事業との合併施行方式の導入

平成29年  9月 大阪湾岸道路西伸部技術検討委員会設立

平成30年  7月 事業評価監視委員会で港湾事業の参画を承認

平成30年12月 起工

令和元年12月 海上部長大橋の橋梁形式の選定

令和 ５年  8月 海上部長大橋（新港・灘浜航路部）の基本構造決定

６

大阪湾岸道路西伸部
Ⅱ．これまでの経緯



海上部長大橋中間とりまとめ（Ⅱ）概要（令和元年１２月公表）

７

大阪湾岸道路西伸部

■新港・灘浜航路部の橋梁形式は、連続斜張橋を選定
① 維持管理性が高い
○ 地震時に損傷リスクの高い桁端部（下部●部）が少ない
○ 桁端部が陸上に近接した箇所に存在し、緊急点検時のアクセス性や修復性に優れる
○ 国際航路間の中央海上橋脚（下部▲部）が無く、点検・補修が容易である

② 景観性に優れる
○ ２つの人工島を結ぶ一本の線として連続性を有する

③ 地震動や地盤変位に対する構造冗長性が高い
※ただし、断層上の堆積層に見られる地層の傾斜（とう曲）範囲に位置する３P主塔基礎については、今後、詳細な検討により安全性を確認する
⇒ 現地調査を行い、主塔基礎の安全性を有識者に確認し、令和5年8月に公表した基本構造に反映



海上部長大橋（新港・灘浜航路部）の基本構造の決定概要（令和５年８月公表）

橋軸直角方向橋軸方向

■主塔部 一般構造図

■橋桁 代表断面図
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＜位置図＞

若宮
湊川

柳原
京橋

生田川
摩耶

魚崎 深江

駒栄（仮称）

月見山

駒ヶ林南
（仮称）

ポートアイランド

神戸空港
神戸港

六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ西
（仮称）

六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ 北

ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ東
（仮称）

ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ西
（仮称）

須磨区 長田区
兵庫区

灘 区

東灘区

中央区

六甲アイランド

海上部長大橋（新港・灘浜航路部）

＜基本構造概要＞

■全体側面図

＜橋梁の外観イメージ（構造・デザイン・色彩）＞

単位:m7径間連続4主塔鋼斜張橋

注：鋼製主塔の基礎形式は、鋼管矢板基礎

大阪湾岸道路西伸部（六甲アイランド北～駒栄）L=14.5ｋｍ
阪神高速
5号湾岸線
供用中

単位:m

単位:m16 1612

大阪湾岸道路西伸部

８

大阪湾岸道路西伸部
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Ⅲ．令和６年度実施内容



１０R6.8月撮影

写真② PPE-7下部工

六甲アイランド地区工事箇所
ろっこう

【工事概要】

・橋梁工事

国（道路）が、橋梁上下部工を施工中。

阪神高速道路㈱が、橋梁下部工等を施工中。

工事実施状況

【国(道路)】
橋梁工事箇所

至 

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

Ｎ

【阪神高速】
橋梁工事箇所

ポートアイランド

神戸空港

長田区

兵庫区

中央区 灘 区

東灘区

湊川

柳原

京橋

生田川

摩耶

魚崎
深江

ポートアイランド
西ランプ（仮称）

ポートアイランド
東ランプ（仮称）

六甲アイランド
西ランプ（仮称）

六甲アイランド

駒栄
ランプ（仮称）

こまえ

ろっこう

神戸市

南駒栄ＪＣＴ
（仮称）

六甲
アイランド北

神戸西航路

(海上部)約2.3km

ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ～和田岬

(海上部)約3.1km

六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ～ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ

海上部工事箇所

【工事概要】

・海上部工事

国（港湾）が杭の載荷試験を実施

R6.7月撮影

写真① PE2～5橋梁下部工

【国(港湾)】
実施箇所

R6.5月撮影

Ⅲ 大阪湾岸道路西伸部 進捗状況写真
大阪湾岸道路西伸部
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Ⅳ．事業進捗状況と課題



広域図

大阪湾岸道路西伸部

兵庫県

湾
岸
線

地区 和田岬 神戸西航路部 ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ 新港・灘浜航路部 六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ

進捗状況 詳細設計未了
橋梁形式決定
詳細設計未了

詳細設計未了
橋梁形式、基礎構造決定

上下部：詳細設計未了、基礎：詳細設計済
詳細設計済
工事着手済

事
業
化
時
点
で
の
内
容
に

お
け
る
課
題

設計
済 －

■断層影響を回避した橋梁形式の変更 ■地質調査を踏まえた橋梁
構造の見直し

■橋梁形式の変更に伴う基礎の見直し

今後
設計

■地質調査を踏まえた耐震対策、風洞実験を踏まえた耐風対策
への対応が必要

■橋梁形式の変更に伴う耐風・耐震
対策の見直し（今後、詳細設計）

－

大阪湾岸道路西伸部
（六甲アイランド北～駒栄）

大阪湾岸道路西伸部
（都市計画決定済み）

一般国道

阪神高速道路

高速道路、その他の有料道路

凡　例

ろっこうしんこう なだはまわ   だ   みさき こうべ

１２

Ⅳ 大阪湾岸道路西伸部 事業進捗状況と課題（箇所図）
大阪湾岸道路西伸部



１３

■事業化時は既存のデータベース（神戸市地盤データベース）より地震への抵抗力を推定。

■事業化後に、現地土質試験により地震への抵抗力を精査したところ、事業化時の推定よりも小さくなることが判明した

ため、下部工断面の大型化や杭本数の増加など橋梁構造の見直しを実施し、工事を進めているところ。

事業化時に使用（神戸市地盤データベース）したボーリング位置

設計時に実施（令和元年度）したボーリング位置

凡例 至 阪神高速５号湾岸線

至

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

六甲アイランド地区 【地質調査を踏まえた橋梁構造の見直し】
大阪湾岸道路西伸部

順次、工事を実施

橋梁構造の見直し

杭本数の増加

下部工断面の大型化

事業化時の橋梁構造



１４

大阪湾岸道路西伸部
■事業化時点においては、既往地質条件などを踏まえ、これまで実績のある橋梁形式として単独斜張橋で計画。

■事業化後に現地調査を行い、とう曲の位置及び大規模地震時の変位量を推定し、技術検討委員会※において橋梁構
造への影響を含め議論した結果、構造冗長性や維持管理性が高く、景観性に優れた連続斜張橋形式へ見直し。

■その後、外形寸法など基本構造を令和5年8月に決定し、令和6年秋から詳細設計（主塔、主桁等）を進める予定。

大阪湾岸道路西伸部

検討経緯

R5.8 基本構造の決定 

中間とりまとめ(Ⅱ)公表
（連続斜張橋）

R元.12

（構造形式の決定）

構造検討
・耐風・耐震
・基礎・鋼構造

（外形寸法の決定）

事業化時点（単独斜張橋）H28.4
事業化

詳細設計(主塔、主桁等)の実施

新港・灘浜航路部 【断層影響を回避した橋梁形式の変更】
大阪湾岸道路西伸部

※ 大阪湾岸道路西伸部技術検討委員会（委員長：藤野陽三 城西大学 学長）
大阪湾岸道路西伸部における設計・施工に関する技術的検討を行うため技術的知見の助言を受けることを目的に、学識経験者により構成された委員会

●：桁端部 3箇所 ▲：海上橋脚 11基

●：桁端部 2箇所 ▲：海上橋脚 5基

構造冗長性 掛け違い部が両端部のみであり、地震時のと
う曲変位に対して冗長性が高い

維持管理性 海上橋脚数が少ない連続斜張橋は、維持管
理の確実性および容易さが向上

景観性 主塔が等支間で連続するため、１本の線として
連続性を創出（計画コンセプトに合致）

■連続斜張橋の優位性

：とう曲範囲

とう曲：断層活動によって地層が変形し、堆積層に傾斜が生じる現象



新港・灘浜航路部 【橋梁形式の変更に伴う基礎の見直し】

■橋梁形式の変更に伴い基礎位置が変更となったことから、変更後の基礎位置で地質調査を行った結果、支持層※

を見直すことが必要となった。
■上記の条件のもと必要な支持力を確保するため、基礎の平面形状を見直す必要が生じた。
■これらのことから、基礎の見直しを実施。

大阪湾岸道路西伸部

15

-20m

-40m

-60m

-80m

-100m

標高T.P.

■地質調査を踏まえた支持層変更

粘性土層砂質土層 変更推定支持層当初推定支持層

事業化時

■必要な支持力確保の
ための基礎大型化

見直し

大型化

※支持層：基礎からの荷重を安全に支持できる良質な地盤をいう。

（３Ｐ主塔については薄層支持を検討し、その確認も含め載荷試験を実施中）




